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l はしめに CBD研究の動向一ー一

部巾の CBDに1別する従米のIリr穴は， (1)CB Dの形状と

ることができる．

CBDの形状と I呵心の叫完は， i詞心ド」札む立しの「¥1核を成し， 商業・和政の中心」として， E. ¥1/. 

(2)CBD機院の分祈の 2つに大別す

Burgess1lがCBDを指摘したことに始まる．これを契授にして，いわゆる都由生恙学i'.l勺研究が盛ん

に芯るが， CBDそのものについての研究は， 1950'.年の G.vV. Hartman2)による までほとんど

おこなわれてこなかった．彼はアメリカ合衆国の40都市を調在し， CBDの幾何学的形状バクーンと

して 1-Lj形バクーソを抽出し，またその食異として バターン＇とダイヤモソド状パターンの

ぷめてしヽ る． しかしこれら笈沢を起こす要1月の分析までは，おこなわれていなしヽ．

CBDの本格的研究は， 1950年八の R.E. MurphyとJ.E. Vanceの研究から始まる，まず， C 

BD両定方法として C.B. I. M. を聞発し， アメリカ合衆1員の 9部市に近）甘したJ). ただし， この方

怯は紐!'.l勺側面からのolii定て、，買的側面からの考慮はあまりなさ且てしヽなしヽ．

Murphy らによるこの CBDi直定方法は，いくつかの指襟を祖合わせた炭合指も農によるものであ

り， l{iJ様の方法はその後， ケーフタウンJ)'ji__Lf独 6都市5), 名古屋し），大阪7) なと多くの都市に適用さ

れてしヽ る．

また， CBD飢定の他の方法としては， ブロック『各 , il洛紛し価格 10) など

泊ー指梗を）甘いた[l1j定）］法や， J.B. Goddard 11)の口‘／卜｀ンの中央地域の仙究や石詞ぷ子旦）の名

の研究で使］廿されたメノシュ法が忍められる．なお， CBD両定）j法の祈しい(tJ叫lとしては， H. J. 

Kleinい） っ仇こ{J:t(o)イメージによる方法が汀目される．
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以上の CBDの形状と匝定に重点をおいた研究に対し， もう一つの流れとして， CBDを形成して

いる各種の機椛の分析認よびCED内の地域分化に重、点をおいた研究がある．

詞者の研究は，主として代表的なCBD機能を侶l々に採りし（手，分析している．特に， Murphyら

も指摘してしヽるように，小光商業機院と・事務所機能が分析対象になっている．小元商業機能は，中心

悦）古街や大嬰）占舗の?iJI究が近年盛んてあるが， CEDを両定して厳密にCED横能としての小光商業

機能を分析してしヽる研究日~Hi) は少ない．

これと同様のことは，事務所機指の研究ても指摘できる．例えは，託済的中枢骨雌機能の側I(Liから

の研究 17), ホワイトカラーに1』いばを当てた研究 18-J[)) は， CBD恨院としててはなく，都市あるいは

認ける事務所機指の飢完としててある．ただし，小森）且児笠:~O) が，事務所のア‘／ケート

により， 100 ]j都市のt閃準的 CBOo)叫定と 1月1肖に， CBDI人」外の事務所の情的・質的な札1異を指摘

してしヽ る研究は什-:日に値ずる．

後者の研究は， CBD機能による CBDI人」の地域分化の様相を分析した飢先てある．例えば，厳密

にはCBDではないが，部市内の機能的配i買に影評を及はすhtl動力として都由機陀の集約化・分化を

指摘した研究21)' 中高罰紐造物の立地分布の動向分析から都由の機能的地域分化を分折した飢究汽

CEDにおげる機能地域分化と路線仙i格のI周係を分析した研完い）などがある．さらにこれらの研究

に，時系列的な変素を加えて分析したものに，都田成長の中で， CED内の各機能地域が分化してい

くプロセスを分析した研究~I)や，戦 1罰・戦後の CBD の地域分化の比校より， CB DO)発/J斐形人（同

心ド誓］禍動構凸）を指摘した研・茫;,)がある乱）．

以」：：の研究動向より 1次の 2,,,l_i. が1-l:¥j)国、1どとして指摘てきる．

1) CBDを，機指的側甘[jより厳密に叫定した研究はあまりなし、

2) 各種の CBD機能を個々に分析するあまり， CBDを総合(flな祝、1,1;,、より研究する，九に欠ける．

CBDの各種機指の間の相在閃係しなどについてさらに総合的に考察することか必変である．

H CBDの定義と本研究の目的

R. E. Murphy は， CBDの典嬰化］な機能として，事務所と小如占をかかげているが，

業機詣として小売機階 (--,}Is卸売機能も含める）とサービス機能，事務所機能として一般業務機能と

金融機能，それに・1『公）『槻屹を取りあげ， これらを合わせて CBD機能とする．そしてこれらの機能

が， 叶いはして '5,'[地している馳区を CEDと定義ずる

本研究の目的は， このような CBDを実際に1且1j定するとともに， CED機指の集柏状況を明らかに

することである．具イ本的には，現在の CEDの仙i定， CBDの地域分化の分析， CED語機能の集柏

状況と，それに伴う CBDの直心移動の分析を行なうことである．

研究対象郡市として，千鮒市と岐爪市を選定したが，その選定J叫由は， irl印l―iとも東摩と名古屋の大

部叶叶巻!1J9に立地しながら，県部としてかなり大きく発展し，行政的・経済的中枢管開機能や商業・サ

ヒス機能の集｛五があり， ClうDの形成が1リl瞭に認められるからてある．大部市闊内にある中規模都

巾として，他の白立的な地方i=j:1心部山と汎なっ 色が両市に共辿に見られるかどうかも一つの間題
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，点であ る．

111 千葉市 CEDの実態

111-l CB Dのji:ljj定

-19 

本｛川究ではまず千築市CBDを次のよ うな方法によって画定することとした ．すなわち，そのため

の指桃 として，(1)紐物の総床面積が敷地面積のどれだけを占めるかという ， ネノ ト容積率三 (2)中心

業務集約1文指数 (C.B. I. I.) 2~), (3)地価路線価格を採用した .(l), (2)の指標は， CBDの土地利用

の高塵化を表わす指標であり ，(3)は，経済的隼約度を反映する指標である ．中高層建築物が立ち並ぶ

CBDは，商業機能や業務機能が他の地域に比較して非＇常に卓越しているので ，CBDの範囲を画定

するには上記の 3指標を採用することが適当であると考えた ．

[――I o --199% o 200m ______ _, 
'' ' 

判； l図 千菜市中心部におけるネット容積率の分布
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弟 2図 千虻市1j:1心部における 1j:1心業務虹約）文指数 (C.B,l.l,)の分布

第 1図か ら坑 3図は，千策市都心部の 265のプロ ノクに対する，各指杖しの分布状態 (5段限区分）

であ る．このためには建物用途別現況図を利用し，また現地調腎tによっ て，住宅や！註車楊な ど非CB

D!'.! 勺土地利用を除くなど，袖足を行なった．

第 1図と第 2図は，各ブロ y クごとに 404個の建築物2!l)を対象として，それぞれネノ ト容梢率，C

BI Iを岱［出したものの分布状況を示している ．両図とも，国鉄千葉駅前地区と 千菓銀座・中央銀座

地区の 2地区が高い｛直を示していることが明 らかである

3図は， 各プロ、ノクを代表する路線価格を，山内の最高路線価格:JO)に対する比率（百分比）とし

て示 している． ［月鉄千築駅nりの 2つのプロノクが最 も高い クラスに屈し， 千策銀座 ・中央銀座はそれ

より一段低いクラスの地区となっている．
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第 3図 千娯巾中心部における路線{!Hi格の分布

次に， これらの 3指椋を各指椋ごとに最も高い附級に屈するブロノクには 5点，最も低い階級のブ

口、ノクには 1, 点とし うヽよう にいIり、りをりえ， プロ、ノクごとに湘純に袢点の総合計を訂罪した．このよう

な手続きによ り作成されたのが第 4図である ．

各ブロノクの陪級区分の；i平点の総得点によって，CBD内に CBD機能の集中核をなす CoreArea 

(10,1, りから15、I?、1・、ま で）と ，それをとりま く FringeArea (5 /iから 9 、 1/~、まで）の 2 段 l料の地区を抽出

し，それらをもって CBDを構成する地区:1I)とし，それ以下 (4、I;代以下のプ ロック）はCBD以外と

した ．た応し 4,1ば以下のプ ロックても打公庁，銀行などが所在し， CBDl'.J勺性格が位礼ヽことが現地調

杏の結果あきらかな楊合は， 周l州の状況を考慮した上で， CBDの範囲に含めた ものもある．

以上の作業の結果，画定された千虻市 CBDJJ、」には，二つの Coreがあり ，
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第 4図 千策市中心部における CBD3指椋の総合による CBDO)仙l定

(l) Core Area (A) として， 1国鉄千葉．［訳前の特に金融業務機能の集飢した地区

(2) Core Area (B) として，中央銀陀・千葉銀座を中心とする特に小売商業機能の集禎した地区

(3) Fringe Area として，栄町に集積した特殊浴場を中心とする娯楽地区，中央 4丁目 ・市場町

付近のTr公庁地区，そしてかつて繁栄した本町商店街．吾妻町商店街の旧中心商店街地区，京成

千葉駅裏の新しく形成された小売商業地区，四側の而岸埋立地千築港地区に新たに移伝した市役

所を中心とする地区など，二つの CoreAreaをリ］］む地区

千菓市の CBDは，以上のような部分からなる地域枯Ji辿をなすことが明らかとなった ．

lll-2 CB D機能の集柏状況

千葉叶］は，酋都屈 40km内に位悩し， J也方中心部市の性：格というよりも，むしろ東京に対する術星
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第 51又l 千 応!JCB D人IIの託年変化

＊夜間人 II (/州I:人11) (ま， Cl3 D (ぷ

」：見一丁目， 二丁H, 中央—-J・・ 日～四

fll, 栄Ill」＼本千策町）における総居

仕人 1・1数を表わす。

＊，昼間人口 (C.13.D. 人口）は，Cl3 D 

における 主嬰駅（国鉄千薬駅，国鉄東

千紺爪成千策駅，京成国鉄千菓駅）

の降客数に出をかけた数を表わす。

この千葉市における 上述のような CBDの形成過程につい

て考察する

第 5図は，

の推移を示している

誡少している．

Area別に，

そして，

っている ．

千菓市の CBDにおける夜!i¥J人口 （居什人口）

千策『lこTCB Dは，

つまり，

しては徐々に放棄され，

化 されていく ものと 考え られる のである ．

つぎに具休的に，

月に現在の所へ移動し，

1958年をピークに

このころから CEDが居甘―ー：地区と

次第に CBD活励の舞台として純

Core Area (A), (B) 及び

CBD機能の集積状況をみる．

(l) 国鉄千葉駅前地区 [CoreArea (A)] 

現在の中央公園の位個にあった京成千葉駅が，

1963年 4月には，

Fringe 

1958年 6

現在の東千葉の

四側にあった国鉄千葉駅が，現在の所に移動した．

これらの駅の移動に伴なって，

（第 6図

1963年にショ ッ

ピソグセンター・ステー、ンョンデバートの開業，

商J山街からの商店（大阪屋 ・小田原屋など）

また栄町

の進出が始ま

第 7図参照）

新しい交通の結節点としての機能をもつようになった国

鉄千築駅前の CoreArea (A)は， 大型店舗（ジョッピン'

グセソタ ーおよびステ ーシ ョソデバ ー ト）

の集積を背鼠に，

による商業機能

中央資本と結びついた都由銀行の進出に

は絶好の場所とな った ．現実に1963年,....___,55年にかけて，都

年） ，Iヽヵ禾l:J乳見1子 (1964介こ）

市銀行のラソシュで，三井銀行 (1963年），住友銀行 (1964

そして東詢銀行 (1965年）の進出を見る．また，第 7図で見るように， 1965 

年に三菱銀行が本Ill「通 りから，Core Area (A)へ移転している． 一方， 地元銀行の代表である千葉銀

行は，1963年に CoreArea (A)に進出し， 千策相互銀行は1965年 5月に本町通 りか ら， Core Area 

(A)へ本店を移転させている．

銀行に代表 される金融機能の集積と大型店舗Hこよる商業機能の船積の相乗効果は， 中央資本による

千葉そごう (1967年）および三越と提携閲係にあるニューナラヤ (1972年） 32) の進出によって一層促進

された これらの動きに呼応するかのように，

都市銀行の 1つである大和l銀行が，

させ， 元の支店を廃止している ．

以上のように， 千薬市CBDの

千葉興業銀行が1968年に Core Area (A)に進出し，

1972年 6月に支店を中央公園の北側から CoreArea (A) 

Core Area (A)は，

に移転

交通上の結節恵 として新しく設けられた千葉

駅前の場所に，主として中央資本による CED機能（金融機能と商業機能）

された地域と 言える ．

の集禎拡大に よって形成
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第 6図 千策市中心部における商業機能

金融機能

1 千築輿業銀行
2 千 薬銀行
3 7; 『1楊銀 fj"
4 千業銀行―
5 三 ，） 1・-銀行
6 安IJ)信託銀行
7 三 菱銀行
8 哀洋信託銀行
9 東 而 銀行

10 大オII銀行・
11 千薬興業銀行
12 三井信託銀行
13 住友侶託銀fj"
14 千雌札1万．銀行
15 大東~H:Zー［ 銀行·
16 三利l銀行・
17 I½ 方禾n 乳~{子
18 千莱銀行・
19 {主友銀行
20 :ur刀〔+1=1三！［乳―fh 
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2
2
2
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3
3
3
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'fr; 士 銀行
太I湯神戸銀行
三菱｛［；託銀行・
千策相互銀行
第一勧菜銀行
千菓銀 行
•平不llfl.iff.金腿fi
千雖興業銀行
日本信託銀行
千第銀行
千策銀行
第一勧菜銀行
千策に）廿金庫
伍：原 (;\Jli 金）~n
i治］こ紅iイT1:[:1リミく立/!'ll
叫銀千菜信川組合
千築商銀イ戸川糾合
千葉(F¥")廿組合

金融恨能の分布

廂業機能

A ステーショソビル

B 千艇そごう
C ニュー ナラヤ

D ショッ ピソグセソクー

E I・fl J以 屋
F III 次Ill 犀
G -j・ 字：屋
H 丸興
1 京成ナラヤ

J 丸 井
k 緑 屋
L セ｀ノトラルプラザ（元の奈良屋）

M 扇屋
N ス ーパーダイエ ー
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----CBDの範/1!/

〇 店閏機能

.'.'.i饂機低

←、金源機能の移似

-<E---i沿皇磯能の移も、一

0 200m 
I I I 

限iT名 移転内容丁1移転11!文

l 「身¥+11 11. 銀ii 本）ii移他、 1965 5 
I 

2 菱 fH 1 r 移 転 1965 9 

3 「→ ［化リ且］化:;r:J! 1 i' 本Ji;移も、 1972.3 

4 j、利1 銀 1」:I移 ', I'.-' .. 1972 3 

5 「 梨 銀 行 本店移転 1973.3 

6 常 1湯銀・h ;f多 fa: 1973.11 

A: 大阪圧 (1963り.)

B'.,/Tl・: 刃物店 (1963 什・〗

C セイコー直槻店 (1963l-)

D 丸T汗服店 (1972年）

E .1JヽlllJか、Iぅl(1963l-) 

F 乱しレス (1963年）

G 奈良圧→セン］、ラ！レプラザ (1972年）

H ニューナラヤ

I ショソピングセンター

J ステーションビ）レ

（ ）の年度は移動年度

第 7図 千菓市Iード心部における商業機伯・金融役訂ビの移転現象
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(2) 中央銀附・千築銀座地区 [CoreArea (B)J 

Core Area (A)と対比される地域が CoreArea (B)である．この地域は，戦前から戦後にかけて

中心商貼街であった千葉銀附一瞥が， Core Area (A)の発展によって相対的にその地位を低めるよ

うになったものである．

1921 年にできた京成千策駅（現在の中央公国の位!1~!~) を中心に，北側には大和銀行 (1943 年），棗

側には千葉銀行の本）占 (1943年） :;:l)' 富士銀行 (1947年），太陽神戸銀行 (1954年）が並んで，麿観的

にも 1つの銀行街（「銀行通り」と呼ばれていた．）を形成していた．一方， これらの地域の内側にあ

たる千葉銀座周辺には，第一勧業銀行 (1927年），東京相互銀行 (1950年），そして中央銀座周辺には

千葉肌業銀行の本店 (1952年） ;!4) が集伯していた．

また地元銀行，およひかなり早くから都市銀行などが集禎していた CoreArea (B) に， 1956年か

ら1967年にかけて大型店鋪の集栢がみられた．奈良屋 (1956年），京成ナラヤ (1958年），扇屋 (1959

年），田畑 (1964年），緑屋(1964年），十字屋 (1967年），そして丸興 (1967'.年）の進出である :l,,).

しかし， 1965年~70年までは， まだ CoreArea (B)への大型店舗iの進出はあったものの， このよ

うな庇業機能の集積も，京成千築駅の移転 (1958年）と [I{j鉄千築！駅の移転 (1963年）によって，

のメリットが薄れて，買物客の流れが変化した．さらに1972年には，地元の奈良屋が中央資本の＝

と捉携して，ニューナラヤとして， Core Area (B) から (A) に移転した．この時期を境に， Core 

Area (B)は，完全な停滞期に入ったとみられる：い）．

なお， この1972年には，金融機能の移転現象として，大和銀行の CoreArea (A)への移転がある．

また，同じ移転現象でも，本店（（千葉即業銀行 (1972年:_)'下策銀行 (1973年）））の移転が行なわれ

た．しかし， この 2種類の移転現象には，多少紅味が違うようである.nu者のあ合は， CoreA rea(B) 

から (A)への移転，つまり CED内の移転てあるが，後者の場合は， Core Area (B)から

地への移転で，市役所その他の官公庁の移転とからみ，将来の CBD発展を先取りしようとする

的應図を示すものである

以上のように，千葉市CEDの CoreArea (B)は，駅の移動により人の流れが変わり，住4いのメ

リソトが相対的に減少したために，金融・商業などの機能の転移現象が生じ，古くからの CBDの

Coreとしての機能のやや低下した地域である．

(3) Fringe Area 

上述の CEDの CoreArea (A)および (B)に対して，次にそれらを取りまく FringeAreaにつ

いて考察する．まず本lllJ商店街を中核として，北端は旧国鉄駅（東千葉駅やや西寄りの位樹にあった）

から南端は県庁にいたる東へやや弓形にわん1H1した地域が，明治・大正・昭和初斯まで中心商店街で

あった． しかし，戦災復興部市叶両て本町通りは街路幡が 36mに拡大されて商）占街からビジネス街

となり，街路は自動車の通過交油路となった．中心商/1i:{街は，少し前から本町虹通りから漸次四方へ移

る傾向を見せていたが，まもなく京成や国鉄の駅の移転が行なわれ，それらの吸iJI :JJもあって現在の

千薬銀座・中央銀附の CoreArea (B)に中心商店街は移った．また， 本町通りにあった扇屋は，現

｛ビの所へ， りにあった奈良屈は，現在のセントラルプラザの所に移転した．そして．このよ
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うな中心商店街の四方移動により ，木IIIJ商店街，吾妻町商店街，栄町商店街などが，中心をはずれて

Fringe Area となったわけである ．なお栄fllJ地区は，その後特殊浴場を中心に，ー大娯楽地区を形

成している ．

庄た， Core Area (B) の出側に位Iiりする市島町・長洲Jl!Jは，明治の初期に県部とな ってから，県

斤や市役所を1中心として＇［［公）『地区とな った．県政， 由政の各機関のみならず， ［員の木；，闘機閃や県内

叩IT村の各種 l~Il1本や祈訓社の支局などもそのまわりに集1=!コした．しかし1970年に，市役所が泊j岸の埋

立地に移転 してから， 埋立地方面に港湾関係の各官庁や貿易関係.~ 巷湾運送関係や国際貿易会館など

が建設され，新官庁街となりつつある ．そして，既に前項でも指摘したように，埋立地に，地元銀行

（千菓輿業銀行 ・千葉銀行）が本店を，各々 1972年， 1973年に移伝させている．今後の CBD拡大方

向として注目すべぎである ．

JIJ -3 C B D機能の集砧重心の移動

今まてCBD機能の集柏状況を， Core Area (A), (B)そして FringeArea について考察してき

た．ここては， CBD機能の楳柏の勘所i'i勺移動について考察する．

さきに CBD発展の一つの転機として考えた1958年を頂点に，それ以後夜問人口は CoreArea (A) 

ても CoreArea (B)でも減少している（第 8図

参照）．つまり Cl:30は生活の場所としてより

業務や営業の場所として重要となってきた

さらに詳細な夜料から検討すると， 1959年炭

に対する1967年度の夜1m人口の減少率は， Co-

re Area (B) に含まれる中央一丁目 (44.1 o/o) 

・中央二丁目 (40.5%) が最も高い率を示して

いる． しかし，1967年良に対する1974年度の夜

間人口の減少率は， Core Area (A)に含まれ

る'i貨士見一丁目 ・ニ丁目 で最高の減少率40.0%

を示している．この事実から， CBD機能の

Core Area (B)から CoreArea (A)への重心

の移動は，あ る程度推定することがでぎる ．

この CBD内での CoreAreaの移動をさら

に検討するため， CBDの最高歩行者量や最高

路線価の動向を考察する

第 9図は， Core Area における歩行者景の

経年変化であるが， Core Area (A) は， 1967

年を境に CoreArea (B) を凌駕する歩行者量

となっている．また， Core Areaにおける代

ヘ

"
＂
~
＼

l
-

、ー
l

..
 

方
f

,

＇J

f
 
．．
 

（
 

3,000 

2,000 

1,000 

CORE AREA B 

/-¥  CORE 1¥HEA A 

;/'・ ¥ 
.---・ ・"-, 

＼ 
＼ 

1950 1955 1960. 1965 1970 1974 介て
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第 9図 CORE AREAにお：ナる歩行者械の変化

＼千菜廿i)

<iHIJ定場所＞

* CORE AREA A・・・ 国鉄駅前泊り， ショッビ‘ノグセ

ソタ ー●ードショッピン＇グ セ‘ノク ー

入口

CORE ARE:'¥ B---1j:1央 銀 應 銀 座 通 り ，玖成駅前

通り ，東爪札I冗銀'f『IJIJ,京成千

弟駅四「l

＊「第 21I日］， 千策「忙中心而店街の交通鼠凋従 ・消費者

動向謁査」 1974年 3月， 千菓経」唱山門学校・秋薬経

翌賃斧J!¥月jJj=りも叶， より 作成。
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第10図 CORE AREA における路線価格の変化

（千策巾）

く代表路線価格＞

* CORE AREA A-・・ 国鉄千菓駅前

CORE AREA 13・・セソトラル プラザ拙（千策銀座）

＊「路線価設定地域図」国税局，各年度， より 作成。

表的な路線価格の経年襄化を表わ した第10図ても，1967年を境にそれ以降， Core Area (B) に代わ

って， Core Area (A) が最高路線価を維持している ．しかも， 年代が経つにつれてますますその差

が大ぎ くなって きている事に‘ 目したい ．

以I:のよう ば励きを見せる CBDにおいて，現実にCBDを形成している CBD機能の集積重心の

移動を分析する．

CBD機能としては，前述の定義のように 5種類の機能 （小売機能 ・サービス機能・一般業務機能

• 金融機能・ 信［公庁機能）が考え られるが，CBDの拡大発展に「謁与する CBD機能としては，商業

機能と 金融機能が代表的なも のであ る:n)

CBDにおける商業機能 としては， 1958年以降 CBDに立地する大型店舗をとり， その機能を表わ

す指椋と して売場面柏を使mする:m. Core Area における商業機能の経年変化を表わしたのが，第



中規i唸部市における CBDの両定とその機能の佑柏状況 、4
.
（
｀
 

F
3
 

化場1/1ih'i
) Jm' 
8 

1]図であ る この図から明らかなことは.Core 

第11図

A
 

I
i

入
，
 

r,‘
 

i

l

l

l

l

i

v

.

 

i
l
l
l
・

ー

ヘ

ー

i
ll
l

l

l

l

A

．． 

r

-
-

l

<
 

• 
亡，＇，

；

，

．

，

、

一

ゆ

9

,

 

．．．
 

，≫
9

9

9

9

9

9

9

,

．
．
．
．

f
l
l
l
|

（
 

9

,

．

，

．

l
!
|
_
1
 

99,• 
・・‘

、
.
,
＇
.
，
；
l
l
l
l

—
―

9,
＇ 

、.
，．
 
ー

;'‘. 
‘.,．
’9,
．，
 

•• 

i
 

ー
.,
 

ヽ

．．
 

●’ 

•• 
ヽ

，＇ 
；
 

；；， 
9,I
 

;・ 
t
 .. ‘ゞ

”‘
 
,
 

.•• 

；
 、．9.:

」
955゜

6
 

ur" 

9
-

COHE /¥l(E/¥ 13 

* CORE AREA 

Area (B)は1968年頃から停湘状態に入り，

方]963年から視われてくる CoreArea (A)は，

1972年を度に Core Area (B) 

仲びている千葉市にとって，

と立褐を逆転さ

せていること が叫解でぎる，

次にも う1つの代表的な CBD機能と考える

釦剋！機能を考察する．五年飛躍的に経済活動が

特にその CBDへ

の金融槻能の集積状況は， ｝脩 くぺきものがあ

る．本研究で金融機能とは，

行・相互銀行 ・信託銀行・信用金庫をさすが，

11 
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雑り1了低支1子・上也）］乱艮

1960 

CORE AREA における大型店の売場面粕

の変化（千業市）

* CORE AREA A-・. 千娯ステー ショソ・千業ショッ

ビングセン＇ クー・千莱そごう

ニューナラヤ， Ill原屋

ライオ ‘ノ咲，奈良屋， 緑1塁，京

成信販，扇岳丸典田1:lllJ翌，丸

井， 十‘字屋， セ｀／トラルプラザ

＊「千染市）広域仇菜診l祈報告閏」資料編， 1968年，千虻

市・千虻商工会議所
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CORE AREAにおける金融機能の増大

（千葉市）

これらの金融機能は， 商業機能（大型）古餅l) と結びついている．大筋として， 地元資本の大盟店鋪は

地元銀行と， 中央資本の大型1;打舗は）地元銀行・都市銀行の両者に取引関係をもつことが多い．しか

し最近の傾向として地元資本の大型店舗 も，中央資本と提携する動きが見られる．

いま金融機能を表わす指椋として :19), -}応銀行の）苫鋪数で代表させることと すると， 第12図が作成

される ．この図に よると， 1963年から現われる CoreArea (A)が， 1967年を境に CoreArea (B)と

その立場を逆転させている

以上の分析より， CBD機能の集間の楊所的移動について次の事が言え る．
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千葉市 CBDの CoreArea における CBD活動は， 1963年に現在馳に国鉄千葉駅が移転• 新築し

たことにより，その駅前に CoreArea (A)が新たに出現し，商業機能や金融機能がここに続々と集

積ずることによって一段と活発化した．

いて CoreArea (A)は，それ以前から中心として栄えていたいまの下身竺銀）が固辺の CoreArea 

(B) に対して，歩行者斌，路線価格：•およひ金融機能に関しては， 1.967年切にはこれを凌附し，仙業機

能（大型店売場面栢）に関しては， 1967年頃から急激に発展が始まって， 1972年には (B)を凌駕して

いる. CBDにおける CoreAreaのこのような過捏を通して， CBD内の機能の集飢重心が移動し

ていることがUJ~ らかである．

1V 岐阜市 CEDの実態

JV-1 CB Dの両定

と同様の手続きで把掘された岐阜市部心部の 244のフロ、ノクに対する各指標の分布状態は，

第13図～第15図てある．第13図と第14図は，各フ Iコソクに立^ ．地する5421個の全建築物4()) 

したものである．第13図のネ｝卜容栢率では，柳ケ瀬地区および国鉄岐!~し• 新岐阜駅苅地区の 2地区

噌直を示している．第14図の CBI Iては，明確に二極化は示していないが，やはり柳ヶ瀬地区

および国鉄岐阜•新岐阜馬尺計］およびその叫側の絋紐雷ij屋街にかけての地区に贔い伯をぷしている．

第15図は，路線価格を示している．各フロノクの路線価格について柳ヶ瀬地区の餃高路線価格 (50

互円／坪）に対する比率（石分比）であり，柳ケ瀬を中心とした地区と， Iicj 似岐阜• 新岐白駅1~1j地区と

に，明確に二極化した構造を示している．

さらに千葉市と同じ方法て｀，各指慄別にフロノクごとに1i'I仕口をゲえ， その得人い、およひ現地翡，]付を参

考として， CBDを面定し（第16図），また同時に， CBD内に Core Areaと Fringe Areaとを

抽出した．この褐合， CoreAreaと FringeAreaを区分する得、1、¥i,の晶準は第16図のように千身罰1の

場合と若干異る定め方をしたが， これはその得、1仄分布の状況の差によるものである

以ーしのようにして，両定された岐阜市 CBDの地域｛蒻造は，

(1) Core Area (A) として， l員鉄岐阜• 新岐阜駅前の金閾見・業務機能の集禎した地区

(2) Core Area (B)として，柳ケ瀬通りを核として小売商業機能の集禎した地区

(3) Fringe Areaとして， CoreArea (B)の四側（柳ヶ瀕 4・5丁目）の飲食店などの集机した娯

楽地区， CoreArea (B)の北側の＇臼公庁地区， さらに国鉄岐阜駅前の北西部に， CoreArea (A) 

の一部にかかって集禎している繊維「閉屋地区など，上記二つの CoreAreaを且11む地区

から成ることが明らかとなった．

IV-2 CB D機能の集砧状況

岐い市は，中京圏 40km内に位骰している．しかし，名古厨の影聾を受けながらも，独白の簡懸を

打も，地方中心部市的な性格を強く有している．この岐阜市における CBDの形成過程を考察する．

第17図は，岐い叶］の CBDにおける夜間人口（居ti―ゾ：人「—l) の推移を示している．岐阜では， 1960年



I j 1)見秒~郡巾における CB])O)叫定とその機記の止柏状況

疇 6

二 4

□2 

□l 

弟13図 岐阜市中心部に、おけるネット容柏率の分布

61 

をピークに減少している．この頃から次第にこの地区が， CBD活動を強めていったと考えてよい．

そこで具｛本的に， CoreArea (A), (B)および FringeArea 別に， CBD機能の集積状況をみる．

(l) 岐白駅・新岐阜駅前地区 [CoreArea (A)] 

日鉄棗而道本線は， 1955年に岐阜：ー名古屋間を29分にスピードアップ11)し， 1959年にはステーショ

ンデパートが開業した．しかし， この駅前地区には，ずでに1950年に地元資本の山勝が大型店を構

え， 1957年 3月には，名古屋鉄道と地元財界との共同出資により，名鉄新岐阜駅ビル内に県下初のス

テーシコソデパートとして，新岐lド百貨店が開店している（第18図）．

金融機能の集柏は， 1931年に地元銀1¥・の十パ銀行（本）占）が神田 ll!J に店乳~H を !HJ設したことに始ま

り，そして1937年には第一勧業銀行， 1941年には東而銀行，そして1947年になると，三和銀行・
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銀行と し、う よう に誓'b"銀行の進出をみ る．

1950年代になると ，地元の金融機関の巡出が起こっている ．すなわち，1952年に 3行（中央相互銀

行ー・岐 1;:.机互銀行・ 十六銀行［廿］屋町支店） が1月」設， 1954年には名古）嘔相互鉗行・岐

に、、進出している

金）巾が1駅fj1J

大型）;(噌りの進出と しては， 1971年10月の シャ スコl肢Iド）占がある．この立地が）泉囚 てこの地区の歩行

苔1-/}は，骰大となっている（第19図） ．

ー）f, 金融機能の集禎は ， 1960年 f ~ も活発てある .1967年に，取｛平信，il銀行， 成面信）廿組合（本）山）

がI}廿設，1969年には，福）卜銀行 ・'*'央 信用組合が1姐設されてい る．そして， この地区への進出 の最後

として，三和銀行 と什友銀行の立地する中間地｝、¥に， 1972年→・，乳訂I.」市に本），片をもつ北l玲銀行が進出し

so・-100'¥ 

謳璽 GO-79''u 

二 40--59''り

□ 20 -39'',, 

二 191',;l:J.I 

；力UI叉I 11皮J/1li1 I 1, し合1;1.こおげる111心］し筋集忍）良指数 (CBII)の分布
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ている

この よう に，翡Jい］り地区の商業の応舗面柏の月(I大42)と， ジャスコの進出が，糾1/{国辿りのショッピン

ク客を駅r),j地区に吸引し， 国鉄岐阜•新岐J{'l駅前の交通鈷節地域への諸機能の集中を促進したのであ

る，かくしてLill鉄¥l皮1仇駅・名鉄新岐l仇駅を崖，¥として，鼠観的にも機能的にも岐阜市CBDにおけ る

一つの CoreAreaが形成されることとな った

さらに祈しいii』きと して二つの現線が表われている． 一つは， スーパー ダイニーの祈岐阜駅の表側

への進廿J(1976年 3月） てある ．この．立地により ，シ ョソビ、／ク客の祈しい流れがぐ上じ， Co「eArea 

(A)の拡大が予想される ．もう一つの現象は，千策市でも見られたように，外祁資本（四i武系）が地

元の資本 と提携す ることによ り ，祈 しい店舗（岐阜バ ルコ ） を El甘 J~片した こと てあ る

第15図 岐りり/'jrj1心部における路線価格の分布
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0 20llm 
I ' '  

杞;161叉I I岐1;いいい心部における CBD3指村農の総合による CBDの訓定

この CoreArea (A) の地域は，わずか 0.5kn仔の中に 200店舗の一般商店い）が集まっており，こ

れらの年渭廿阪光額は3190億円 (1977年）を示し，柳ヶ瀬地区 [CoreArea (B)J と同等の売り上げを

見せる所まで来ている．また，千菓市 CEDと比べると，事務所機能の集積はあまり でなしヽ が，

闘｝りのフロ、ノクから神田町通りにそって，若干の業務街も形成されつつある．繊維問屋の一部（東部）

もこの地区に含まれている．

(2) 柳ケ瀬地区 [CoreArea (B)J 

この地区は， 1889年に当時の岐阜Tl斤且地の内のはすれてあった場所に，遊廊金 r~1t 広ツ

移転したことなどて先ず娯楽地区として形成されたものである．当時柳ケ瀕の北側にあたる弥八町，

什古IIIT, 禍~(,;·l!IJ には符合， ってきた. 1908年には市内電車,j-1) が ljl~通し，翌年には美
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農IIり線l5)も開通し， 交通の中心として の性格も併せ もつことになった ．

とする地区が庇業地として整備されるのは， 1920年に行なわれた専売局跡地の仏下げに よっ ててあ

しかし決定的に柳ケ社乱を中心

り＇ さらに1930年には都心型テパ ー トの丸物が核店舗と して開1占した ．

金融機能は， 1933年に十六銀行 （柳 ケ加支l占）

夜間人 11

「・人

90 

が開設，1940年代に東而銀行 (1941年） ，
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札］刀：拿1H子 (1942::'1砂，

年）

には，

十六鍬行徹叫支｝占―

が連続して開設されている． そして1948年

日本附啓与銀行が普通銀行に転換し，

銀行と改称して進出している ．

岐阜

(1943 

協和

さらに金融機関

の進出は，1968年の大垣共立銀行と ，1970年の

棗而信用組合

また，商業機能と しての大型店帥の集積 とし

ては，

（柳ケ瀕支）古） がみられた ．

1962年元丸宮百貨店跡に立地したス ーバ

ーの名鉄岐阜ス トア，1965年には東而地方の中

堅チェーソ店のタマコ、ンの 2店が立地した ．こ

の地区は，前述のようにもともとその西側に位

る柳 ケ瀬 4・5丁目に旧遊靡が設附さ れ，

その前面に商店府が立地するよ うになった こと

から形成され始め，商業機能と娯楽機能のミゾ

クスされた，岐阜市一番の小売商業地に発股し

たものである ．

CBD人口 さらに， 1970年代になると，

＼
 

＼
 

＼
 

/
 

I
.
 

、ンが 1.5倍の店舗而梢の増大を行い，

ユニー柳 ケ瀕店が立地し，

1972年にタマ コ

翌年には

そして1975年 4月に

は長崎屋，続いて1977年 9月には柳ケ源ア ーケ

ー ド街の南方に，県外資本で県下最大規模の売

場面積 (16,870mりをもつ高島屋が進出した．

このよ うに激しい大型店の進出があり ，停滞

5 

゜瞬 0 1960 l 970 
1955 1965 1975 _,; ト

化する千葉市の場合 と異なって， 柳ヶ瀕地区は

依然拡大発展する様相を示している ．

以上 Core Area (B) としての柳 ケ瀬 地区

岐阜「hCB Dにおける夜間人口の変化

i交区（明徳地区，徹iリ］地区）

校区（京町地区 ・栂林地区・白[11地区・ 11尼

陽地区 ・ 木ノ ンド地区• 本郷地区）

＊「岐阜市の人 IIの推移 （国勢調府結果）」1978年製，岐阜

1h秒ど）所， より作成。

弟17図

* C 13 D人11

＊漸移楷人r1

は，歴史的にみると ，岐阜市街の中心が長良川

面岸 (iエ戸時代以前） →伊奈波 ・白木町（江戸時

代～明治初期）→今小町 （明治初期以降）→若宮

町・柳ケ瀬通（大正初期～昭和初期） と附下し
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合rns1叉I ii皮1)!1i1I-I.心』、ifljにおける 1白業！蔑泥 ，金測！槻泥の分布

金陳恨fjビ 商業恨fjビ

1 11伎1/(j)lj奇ll{; 20 Hr¥ JI翡↓1J 八 ニL ニー 籾llヶ訊1古（廃店）

2 人:J-;r: Jしれ銀1j 21 I j:1央札Iii詞↓l"J B I岐阜近紗、 (III丸物）
:1 ・I・ ンペ銀行 22 1j―, J](J,:i I 71j1{fj C f、n:.,J ,r,・,, ; ド.-1'1_. 

4 1j1央1I I i/銀竹 23 仕友銀行 D J足 糾•尉
5 ii伎1)-1,i)廿糸1:l{'i' 24 ;!ti外点fR↑j" E タマコ、ン

6 大h(JIヽ：立銀11" 2S 三和銀行 F 岐」~:\_ ストアー

7 SIU/吐虚J:!h. 26 11皮J}.(¥ ffi)~/i]L G ジャスコ

8 第□^^囀j1171・ 乳H」j・ 27 打匁•一•作）j―"』化闘｛了j心・ H バルコ (I日1打勝）
9 叫支白.{, ; J ll斎lJ(';- 28 );f1r.JIヽ：立銀ii I 新岐1;:.百貨）占
10 I・ ノ＇く銀 (j・ 29 Iーバil!了j J ダイエ ー

11 人:Ji(J I~ 1り銀 fl 30 1 I―’リミff¥iil虚飩1'/ K ステーン ョソデバート

12 名古）五 ~:j!11銀 1」 31 名古屋相IT銀臼

13 十パ銀{j・― 32 1! 皮1;J),ff!TJ」も行`

H 大Jii共立銀1・j 33 --j ーン＼銀11'

15 Iゾ＜銀了j 3-J Iii支1;1.if月U,¥'Jll条！！．イi
l(う ―I・・-;'-:.;乳Ui 35 :I1U11Jj~ ↓ 了j
17 協札I銀1・」→ 36 且ii「ti―,； tlHr」-

]8 岐 1;叫 I灯銀1J 37 , 11リとf,;・J !l和IL(i
19 iii支J'iし｛丘）I) :Ji'J「][

変遥 したの ち， 1:中心商業地とし

て形成された地域といえ る

(3) Fringe Area 

これら CBDのCoreArea(A) 

および (B)に対し， それを取り

l!Jlむように形成されて いる Fri-

nge Arcaには，柳ケ樹［地区の

所ても触れたように，遊J:;州の立

地を契機として形成された付近

一聞の娯楽地区が含まれる．こ

の地区ーは， 飲食・ザー ビス業種

が70.4 % (1 970年'.)を ,1—i めてし、

て慰楽、と向 であることは， Core

八rca(lう） (70. 2 % , 1970年）と

[, 1Jじてあるが，核となる昨業施

,i斐カヽ 、9ばし．ヽ U)jJ、llJ徴である

- ~• カ， ,,•,, ・公Ii地 1メ（よ， If)役）外

0) I汀力移印、 （（西厨IiiJ (1889年），

(1本!HJ(189!1 1,:.) - f X・ri: s,111r 

(1919年） 》と，肌lJの新設(1924

年:)によって，大正末期に今小

UIJ北に形成され始めた．その後

さらに， 1966年に・r1j"役所が今沢

町~ に移転したが，それが現在の

宜公1『地区の核となっている

なお， 1966年に県庁が岐 1;:L市街

をはなれて，はるか -,~月1八i郊の薮

田へ移転してい るが， この動ぎ

は駅市のI}卜］発の徴候とも いえよ

ぅ

Fringe Area 最南部の国鉄

岐阜駅前繊維！切屈街について

は， この地区は，戦後瀾州から

りI1蒻げてきた人たちを中心にし

tこー[:;Jj力:' 馬Ji'.fqrJ vこ「ハ）レピソ街」
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とし、われた衣料贔＼などの「やみm」を始めたの

が発袢である．そして， その板り恥ヽ生活力 と経

似；努））によって，のちに古泊圧から脱叫新製

i' 1礼 を扱う よ うにな り， 生産と 販元を兼ねたl~{JJ五

として 出発したのか発展の投1人lである 11;). この

ようにして，現在国鉄駅前の CoreArea (A) 

の一部にもくし 込ヽみ， その西側に拡がっ たliiJL五

街を形成しているm
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IV-3 CBD機能の集禎重心の移勁

CBD機能が交油の結節中心に引き寄せられ

る餡向は， 多くの都市でみられる． 特に こう し

た場所には大堕）占舗の進出 ・増設が累柏して，

古 し、 Corじ An:•a が転移することが多い ． 油述

の丁・i巾心とは， 肌判的な（タiJてあ る．岐1;:山の

傷介 （，；［ と＇、）であろうヵ •‘

そこて，了飢．巾と叫じ考え）jて， CBD機能

の集飢1f(.C,,の移動を考寮する 、

歩fi者：！してみると （第 19図） ，1971.年には，

（よやくも 駅廿行の Core:、 Arca (八） が，柳加の

Core Area (B)を凌1駕している ．そして Core

Arca (A)ては，沿干の変勁を伴いつつ瀕次培加しているのに対し， Core Area (B) ては，停滞の傾

向を示 して， そのえが徐々に拡大 しつつある． この事文は，交通の条占節！・中心に近い CoreArea (A) 

0.5 

01 I I 1 I I I I 1--' 

1969 1971 1973 1975 1977 :r 
1970 1972 1974 1976 

::¥¥19図 CORE ARE/¥にお‘げる歩fi'-1名1化の変化
(11皮阜巾）

測心協所

* CORE AR! シ/¥;¥,,, 糾1IJI町・s」.H (1~ 1 本ビル 1J且佃J)

CORE ARE!-¥ B・,,柳ヶ狐 iJ.11「H(近鉄面貨Jh-北側）

．，．「歩い者岨行：社晶併～岐阜駅周辺から柳ヶ瀬地域まで」

1977年-)及） 11皮阜f!Jー， より作成

が，今後も歩行者鼠の、1,1:,、ては優位な立湯を保且することを物詞りっている

次に，CBO機能のイli'H々 の指椋より ，集禎の樹所的移動について考祭する ．まず，商業機能を大型

比?Bilの］［場1i'ri禎て・J旦っ した第20図を見る と， 昔から中心商業地 として栄えてい るCoreArea (B)は，

1955:.rか ら1971年までほとんど停滞状隙であった ．また，一方， Core Area (A)は，1957年の祈岐

阜一面貨）占の間店で，約 3倍の仲びを示してい るが，その後は CoreArea (B)と同じ く， 1971年 まで

｛、Jド滞状匪であった． しかし，1972年になる とi,屑地域とも，新たな大盟貼の進出 .J曽設があり ・18)' 商業

活動は活発化すると同時に， この1972年を境に， CoreArea (A)が CoreArea (B) と立場を逆転さ

せてい る． そして，その後円ひ， Core Area (B)において，裔島屋の進出な どもあ って， 現在両地

城は均衡状態にある

次に， CBD機能として重皮な金蘭州機能の集柏について考祭すると，第21図は千葉巾といHi使，資料・

の都合 I~ , 銀行数で代）廿したが， この図から1945年に CoreArea (A ) • (B)は肩を並べた ものの，そ

の後は (A)の金融機関の数は (13)よりはるかにJf/Jmし，駅前の Core Area (A)が優位に立 った．



68 人文地埋学研究 rn

ーヽ.1, 

5 

]196EAm祈ク岐ソ●ュタ一厄恥．之・ク
-1 ]R庸

莫）
'roA(AB1 [6 ・・’ 

/T:□2015□□EE/000 

ーRR 

B売コ百テ百高ー舗成
A夕：．‘，＇-‘ー1片．．． qのス膨ス紗‘卜1hIrr.4 

m78店ャ山阜近岐岐（口
A]19型ン，岐阜`、9上ょE45.＼．-l 

R」7)，見，Iiih11多」9
01るJi~h川ー·

」ナ貨肢コトト1ケ皮，至5心c 
一ー・'1ー□l町2柳バ記J_-［ーニ
'~,'~ 
,0 

IIllu 7おI-―9、'-11ノ
-1こ阜工パバ百l「―長伯[
] 

] 

00岐：ーし図
CCーi。9lI屈9ゴ9

缶牙＊＊＊

．． 

]f支̀‘i",＂u・ 支．

t 
i.‘ 
Tー―i
・人、乳ゞ1ガ一マ，場、L月 ヽ~r、l軋ィ~ぅ炒ー―

.f"9、9

.，匹，FitIL所
-．,'-.. I 

―-l:-l 
支ー'1.

面阜店、ゾ貼iが卜あ
匂、＇直岳し
場岐貨―ーースり

銀行放

m><>•"'j 
14~ 

12 f-

10 1-.. 

8 

6 

4 1-

2~ ／ 
゜1912 1935 1955 1978 11.: 

1926 1945 1965 

[-1.-,'—ー
ァ

1,1ーヨ`ー1-／JIi99. t 

第21図 CORE AREA における盃融機能のJ1'り大
（餃lj'Ldi) 

以上の諸事実より，岐阜市における CBD機

能の集積重心について，次のこ とがいえ る．歩

行者鼠からみると 1971年に，商業機能からみる

と1972年に， CoreArea (A)は CoreArea (B) 

を凌駕している．そして油業機能については，

1977~78年にかけて j廿び Core Area (A)と(B)

が， 檬能の集柏をほぼjlt]貪窄にしてしヽ る． また，

金籍應機能については，＇常に Core Area (A)が

Core Area (B)を上回ってい る

岐阜市CBDにおいては，前述の千菓-mcB

Dとやや異なり ， Core Areaの重心移動はIJJ]

確にはしヽ えない．むしろ， 二極化梢氾が指摘で

ぎる．

V 要約と結論

人11707)'の千巣市，J11J40)j'0)岐阜市という二

つの中規模都『打を選定して， CBDがいかに形

成され，いななる内部オ翡店を莉するかを，Lと

してそこに行在する CBD機能の面からぢ察し

たのであるが， これを疫約すると次のようであ

る．

(l) CB Dの両定につし、てはネット容柏咽

「ド心業務集約度指数 (CBI I), 地{jffi路線価格

の 3指標をとり，両市の市街中央部の各プ ロッ

クについて，それぞれの指標の分布状態を把握

し， 図化した

(2) 図化された 3指標の］文合に応じてそれら

を点数化 したのちに総合して， それぞれの市街

中央部プロックの得点を出し，その高低によっ

て，両市街の中央部について， CBDを画定し

た．

(3) 両定された CBDについてみると， CB 

D内剖には CoreAreaと FringeArea との

2段11音の地区がオ川出され， Core Areaは両市

とも CBD内部で二つに分れて存在している．
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これを両市とも交通上の結節中心に近い方を， Core Area (A), I日来の中心商店街を含む方を Core

Area (B) と名付けた．

(4) 交迎上の結節中心に近い Co「eArea (A) には CBD機能として，両市とも大邸市中央資本に

つながる大邸小如占と金磯機閲が集柏している．

(5) I日米の I中心商店街を合む Core Area (B) もCBD機能として，大型小売店や金融槻関

しているが，その集柏の反合は (A) の発止に応じて相対廿勺には弱まっており， また大都市中央資本

とのつながりもそれはど強くなし、．

(6) CB  DI人］部における Core Areaの形成は両由とら金融機能と大型小売店が一定地域に特に

栢することによって起ったとみることができる．

(7) 以上の Core Areaをmlむ Fringe Areaは，かつての中心商店街が交通結節点となる駅の移

励や，それに｛半う大型）占の進出などのために衰退した地区，官公庁地区，中心商店街の周辺などに多

く形成される娯楽地区などから成る

(8) J: 記の CoreArea (A) と CoreArea (B) という CBD内部の二つの機能集積重心は最近に

おける交通」口の結節、1仄への交通鼠の吸引を主囚として (B)から (A) へという移勁傾向があらわれて

しヽ る と岐Jil、mにおいては，その傾向は新しく中心駅が造られた千葉市において顕著で，岐阜

市ではそれほど卯著でなく， Core Area (A) と (B)

れるとしヽ える．

としてはほぼ同等で二極構造がみら

(9) 中規秒［都由の CBDの地域構造については，千葉市・岐阜市の 2つの事例を以て全てを論ずる

わけにはゆかないが，多くの地方中部市を概観すると，かなり共通する点もあるように感じられる．

これについてはさらに（叶究を巡めることとしたい．

なお咆をおくに当って資利を捉供され，種々御教示を賜わった千菓市・岐阜市の都市計画課・商工課の係の方

々に厚く謝怠を表するまた貴重な御功言をいただいた筑設大学地球科学系人文地連学分野の方々にも御礼を中

上げる次第である
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The Delimitation of CBD in Mediun1 City and the Consideration 

on the Agglomeration Aspects of its Function 

Fumio TAKANO and Yoshikazu FUKUSHI1¥1A 

The purpose of this paper is attempt to delimit CBD in medium sized city and to analyze 

the agglomeration process of various functions characterizing CED. Such purpose, as suggested 

by R. E. Murphy, is of the most basic and important in the geographical study on CBD. In 
order to realize the study purpose, we selected two cities of Chiba and Gifu as study area and 

took the following procedures. 

1. The CBDs of the two cities are delimited on the basis of three indices of the ratio 

of total floo「 spacelo lot space in every street block, the intensity of central business func-

tions, and the front foot value. 

2. The areal differentiation within the ddimitcc1 CBDs is clarified by elaborately mapping 
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the land use pattern in the CBDs, which is identified on the basis of the results of field work. 

3. The temporal variation of some typical functions which characterize the CBDs 

is studied in terms of their landscape and function. 

4. The spatial shifting of the agglomeration center of these functions, which might be 

caused by centralization and decentralization mechanisms in the CBDs, is analyzed. 

Our some findings are obtained as the following, 

l. The territories of the both CBDs in Chiba and Gifu are shown in Figures 4 and 16 

respectively. 

2. vVith regard to the areal differentiation, three types of areas can be recognized in 

common. These are core area A, core area B, and fringe area. In the CBD of Chiba, core 

area A is composed of some blocks in front of Chiba Station, where financial a叫 bu_:;iness

functions concentrate with high density. Core area B emerges in Chiba Ginza and Chuo 

Ginza, both of which are characterized by the largest and the primate commercial agglomera-

tions. Fringe area is composed of the government and public office district adjoining to the 

southern part of core area B, the amusement district in Sakae Street, and the old central 

、shoppingstreet in Honcho Street. 

In the CBD of Gifu, core area A occupies its site in front of Gifu Station (J.N.R.) and 

Shin-Gifu Station (Nagoya Railways Co.) and is mostly dominated by a number of fmancial 
and business offices. Core area B is consisted of many retailing blocks including Yanagase 
Shopping Street. Fringe area is composed of three areas: the government and public office 

district being contiguous to the northern part of core area B, the amusement center closely 

neighboring at the western part of the same area, the textile wholesale disしrictlocating in 

north-western front of Gifu Station. 

3. On the basis of agglomeration of CBD functions in Chiba and Gif u, it can be said 

that core area A is characterized by the concent「ationof什nancialand commercial functions, 

which main terminal stations associate with to a certain extent, and that core area B is 

nothing but the region where large shopping stores accumLrlate with high density in old 

central shopping street. Fringe area is characterized by blighting of the functions agglome1・a・ 
tion, which is resulted from the removal of railway station and the invasion of big retail 

stores with mighty capitals. 

4. ¥Vith respect to the spatial shifting of the agglomeration center, in Chiba, this center 

formerly existed in core area B moves to core area A in exhaustive manner. In contrast, the 

shifting of the center in Gifu from core area B to core area A is done in half-way so that 

the spatial pattern of agglomeration reveals bi-polar structure aしpresenttime. 
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